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幼保を取り巻く現場

からの情報誌。 

私的な思考も含めた

乱筆なる走り書きの

紙面でありますので、

誤字脱字誤り、記述

への誤解等あるかも

しれませんが、ご容

赦頂きたく存じます。 

幼稚園単独型の認定こども園の認定を受けている「東村山むさしの幼稚園」を前身とし、隣接地にて

着々と建設が進んでいる東村山むさしの保育園。認定こども園自体、市内では未だ唯一であり、幼保連

携型においては東京都下にてもさほど例を見ませんが、平成 25年度より「東村山むさしの幼稚園」と「東

村山むさしの保育園」にて構成される「幼保連携型」の認定こども園としてスタートを切る予定です。 

認定こども園を構成する認可保育所は、「私立認定保育所」と呼ば

れ、新たな法制度の下での運営となります。一般の認可保育所とは異なる点も多く、私立認定保育所の

利用については、利用児童や利用料の決定に関しても、法律上、直接契約によることとされており、市

町村が利用児童や利用料を決定することはできません。その理由としては、教育・保育に対する需要の

多様化に対し、幼稚園や保育園が地域の実情に応じ、施設の特色に応じつつ、柔軟に対応することを

目的として創設されたという背景があることが伺えます。 

さて、このように、「就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律」に関

わる省令・告示・通知等では定められているのですが、柔軟な利用児童や利用料を施設で決定すること

は軒並み管轄の市町村との協議により困難な状況であり、各施設の様子では、これまでの認可保育所

へ右へならえの様子を感じています。その理由は、認可保育所のおおもとの管轄が厚生労働省であり、

前例の少ない私立認定保育所は、今まであった認可保育所の規則に当てはめられている部分が多い

からだと感じています。様々な施設形態を持つ幼稚園や保育園が、国の進める認定こども園へ向けて

準備を進めようとしている中にあっては、そこにはもちろん、様々な施設や環境が存在します。そのうえ

で、地域の実情に応じ、施設の特色に応じつつ、柔軟かつ的確な形態により、環境やサービスに応じた

利用形態を決定することは、とても大切であり適切な設定要素かと思われます。 

長らく、様々な資料提供等も経つつ、保育機関・教育機関・行政の担当とも意見

交換も重ねて来ました。そして、関連法案、また、それに関する省令・告示・通知等

を熟読し、東村山市とも協議を重ねた上、多大なご理解とご協力、そして、先々に

対する真摯な視線のもと、独自の利用児童の決定および利用料を設定することに

至りました。市内に存在する様々な教育・子育て施設とのバランスはもとより、様々

に存在するニーズに対し、多様に準備された受け入れ施設を用意する必要がある

事と思われます。その観点においても、幼稚園か保育園の選択肢しかなかった中

で、「既存の幼稚園」-「保育環境にも充実した幼稚園」-「教育環境も備わる保育

園」-「既存の保育園」という選択の枠が実現できると考えています。 

さて、決定した要綱におきましては、法律上、「認定こども園の認定を受けた保育

所の利用については直接契約によることとされており、市町村が利用児童や利用

料を決定することはできません」とされ、「市町村が定める選考基準と必ずしも同一

である必要はない」と明記こそされていますが、児童福祉施設としての性格にも鑑

み、利用料については、様々な世帯状況に合わせた市の保育料基準をベースに

設定しました。また、入園選考については、幼保連携型認定こども園の趣旨である

「一貫した教育及び保育」の提供や、教育と保育の別施設による弟妹の分断の解

消などを含め、「東村山市保育の実施に関する規程」も参考に行うこととしました。 

またまだ例も少なく検討要素の多い幼保連携型の施設。今後も、常に実情への

分析をしつつ、検討を重ね、幼稚園は幼稚園らしく、保育園も保育園らしく、か

つ、幼児教育を支える保育部、また、保育を支える教育部として、その連携により

相互の可能性の枠を広げ、教育を望む子どもにも、保育を必要とする子どもにも、

そして、地域の子どもやご家庭に対しても、より良き教育と保育の環境を構築し、

提供できるよう、研究や工夫を重ねていきたいと思っています。 

「（仮称）むさしのワールド」 
アートナビゲーター Yuzie Tsukamoto 作 

日本大学芸術学部卒業後、単身フランスに放浪の旅。 

JWDA 日本WEBデザインアワードノミネート。 

「観る人のその瞬間を笑顔にしたい。そんな想いで日々

イラストを描いています！」くもん出版、リクルート、AEON、

その他イラスト採用多々。『あしたの あしたの またあし

た』･･･ NHKおかあさんといっしょのイラスト作者。 

厨房から雑木林へは、オープンカフェ風のデリバリースペース。行事や地域

のイベント等において活用できるのではないかと。そう、心地良い空間とは、

人々にとって大切な心を育む環境要素。施設を無駄にしない。設置するなら

多様な活用を。そういった工夫や努力は、合理化と効率化を実現しつつの

機能向上に結びつくものだと思っています。他にも、ふたつの施設が共有地

や統合部署などを設けることで、両施設、10であった負担が 5に、管理費も

1/2 に。保育園児にも幼児教育をとの願い、また、幼稚園児にも環境の良い

長時間保育環境を与えるための構築と同じように、様々な効果をもたらす、

いわば企業努力的なものだと考えます。そのような、機能向上を実現しつつ

の合理化と効率化への努力は、様々な無駄を省き、経費も削減でき、それ

はいずれ、環境の維持や向上のみならず保護者負担の軽減や勤務待遇の

向上、また、厳しい将来社会の財政や経済状況の先行きをも見据えつつ、よ

り良き環境の維持や向上にもつながる大切な経営感覚かと信じています。 

計画が始まり、ほぼ一年。休

日も休み無しの一年でした。 

しかしながら、むさしのの教

育・保育、そして環境を選んで

くださる皆様の笑顔を楽しみ

に、今後も創意工夫にて努力

していきたいと思っています！ 

「就学前の子どもに関する教育、保育等の総合

的な提供の推進に関する法律」に関わる省令・

告示・通知等の下で運営される「認可保育所」 
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要綱決定・入園受付開始 

東村山むさしの保育園 

「私立認定保育所」 
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筆者紹介 東村山むさしの 

   認定こども園 
 園長・野澤貴春 

 1971年 1月、市内廻田町に生まれる。 

 1983年、東村山市立回田小学校卒業。 

 1986年、同、東村山第四中学校卒業。 

 1989年、明星高校卒業。 

 1993年、中央大学・法学部卒業。 

法律・政治を学ぶ傍らスポーツ活動にも力を入

れ、日本代表にてモスクワへ。大学卒業後は、コン

ピュータ、医薬、金融など様々な接点のもと実業団

にて選手活動や広報・開発などにかかわる。 

国民体育大会や全国大会にて優勝ほか入賞多数、

東京都スポーツ優秀選手賞等、多々受賞。 

中学校教諭・高等学校教諭免許、大型自動車運転

免許、Microsoft Office Specialist、等取得。 

1997年、学法化に合わせ、学校法人野澤学園勤務。 

2008年、同園、事務長を経て園長へ就任。 

幼稚園と保育園の正門、いわば学園正門が駐車場の奥に移動します。 

そして、来年度 4月、その横にショップが開店する予定です。 

これまで、制服や教材など様々な物品を主に教職員が扱っていたので

すが、手に取ったり、目で見てもいただけるよう、購買部を独立させること

にしました。教職員の業務効率化や保護者の皆様にも利便性が増すこと

の狙いと、また、もうひとつ狙いがあるんです。 

そう、このお店からは園内の雑木林が一望できるんです。そして、学園正

門や駐車場をも見渡すことができる構造としてあります。明るく楽しく素

敵に便利に、そして、園内の安全管理にも役立てたいと考えました。 

ここには、園内の教育活動の広報の場として子ども達の作品を展示し

たり、ポスターを展示したり、また、子育てに役立つ雑貨や教育に役立つ絵

本なども置きたいと考えています。 

そして、課外教室や園庭解放に

て、日々、卒園児たちもたくさん遊び

に来ます。文房具店の無いこの周

辺。小学生の文房具やノートなども

置いてあげたいなと考えています。 

 

雑木林にはオープンカフェ！？ 

ショップも開店！？ 
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